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広 報 たかはま　H30.10.154

問合せ先　□市市民窓口グループ　☎52－1111（内線 2 1 7）

◆時間外、休日診療はなるべく避けましょう
休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の高い方を受け入れるためのものです。また、医療費も高い設定とな

っていますので、平日の時間内に受診することができないか、もう一度考えてみましょう。
◆医師のかけ持ちは控えましょう
同じ医療や検査の繰り返しは、医療費が余分にかかるだけでなく、かえって身体に悪影響を与えてしまうなどの心配があ

ります。今受けている治療に不安などがあるときは、そのことを医師に伝えて話し合ってみましょう。
◆かかりつけ医師をもちましょう
何でも相談できる「かかりつけ医師」を持って、気になることがあったら、まずは相談しましょう。

◆薬のもらいすぎに注意しましょう
薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しましょう。また、薬の飲み合わせによっては、副作用を生じることがありま

す。「お薬手帳」の活用などにより、すでに処方されている薬を医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには注意しましょう。
◆ジェネリック医薬品を活用しましょう
ジェネリック医薬品（後発医薬品）は新薬（先発医薬品）と同等の効果で価格が安いというメリットがあります。医師や薬
剤師と相談しながら、積極的に活用しましょう。

現在、休日や夜間に、軽症者の救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症者の治
療に支障をきたすケースが発生しています。必要な方が安心して医療を受けられるよ
うに、医療機関の受診や薬局での薬の調剤の際には、次のことに留意しましょう。

市では、子ども医療の受給対象者を平成22
年１月から拡大し、中学生以下の子どもの医療
費の無償化と手続きの簡素化を行っています。
医療機関窓口での支払いや市役所での申請の

手間がなくなり、医療費も無料となったことで、
より利用しやすい制度となりました。制度拡大
の前後を比較すると医療費が増大していること
がわかります。（左図参照）
子ども医療の適正な受診に協力してください。

夜間に医療相談をしたいとき
★愛知県小児救急電話相談
かかりつけ医師が診療していない

ことが多い夜間に、症状に応じた適
切な医療相談が受けられるよう、看
護師（困難な症例は医師）による保
護者向けの電話相談です。

相談時間　毎日
午後７時～翌日午前８時

☎　♯８０００番〈短縮番号〉
（全国統一番号）

※ダイヤル回線、ＩＰ電話、ひかり電話
などで短縮番号を利用できない場
合は、☎０５２－９６２－９９００
※相談は無料ですが、通話料は相談
する方の負担となります。

実施主体　愛知県

受診先が見つからないとき
★愛知県救急医療情報センター
かかりつけ医師がいない場合、また
は不在の場合で近くの休日（夜間）診
療所、当番医も見つからない場合に
問い合わせてください。
緊急時に開いている病院、近くの病

院、専門の病院などが確認できます。
受付時間　年中無休、２４時間

☎　３６－１１３３
実施主体　公益社団法人

愛知県医師会

★愛知県救急医療情報システム
インターネットにより、受診可能な
医療機関を検索することができるシ
ステムです。なお、受診の際は、事前
に医療機関に連絡してください。
URL http://www.qq.pref.aichi.jp/
実施主体　愛知県

育児や母子の健康に
不安があるとき

★育児もしもしキャッチ
保健師、助産師などの専門相談員

が育児相談、母と子の健康に関する
相談に応じてくれる専門電話です。
相談時間　火～土曜日

午後５時～９時
※祝日、年末年始を除く

☎　０５６２－４３－０５５５
実施主体　愛知県

子ども医療費拡大後の受診状況

医療機関の適正受診を!

子どもの病気に関する判断
の目安やアドバイスなどを
紹介しています
☆社団法人日本小児科学会

子どもの救急
URL http://kodomo-qq.jp/
☆愛知県小児科医会　
URL http://aichi-pediatric-ass.jp/
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市では、三州瓦を使った住宅などの工事に対して、一部補助をしています。
瓦屋根工事だけでなく、瓦を使った庭園の築造工事の補助もあります。

補助の種類　※いずれの補助についても、市税などの滞納がない方にかぎります。

■1 瓦に対する補助
屋根工事に係る工事費の25％以内
【限度額】　瓦の形状が和型の場合　25万円　　

和型以外の場合　15万円

■2 住宅用太陽光発電システムに対する補助
太陽電池出力値１キロワット当たり　５万円
【限度額】　20万円（４キロワット）以内
ただし、「■1瓦に対する補助」の対象者で、設置工事が屋根工事と同時であることが条件。

■3 庭園の築造に対する補助
造園工事に係る材料費（三州瓦のみ）の50％以内
【限度額】　10万円以内

内　容
■1瓦に対する補助　■2住宅用太陽光発電システムに対する補助
・市内で居住するための家や共同住宅を新築する場合
・市内に新築建売物件を購入する場合（建売主が三州瓦屋根工事等指定通知を受けていることが条件）
・市内在住者が、住宅や共同住宅を増築または屋根をすべて葺替える場合
・市内在住者が、居住している部分を改築する場合
上記いずれかの場合に三州瓦（＊１）を使用すると、屋根工事費用一部の補助を受けることができます。
さらに、この屋根（新築または屋根をすべて葺替える場合のみ）に太陽光発電システムを屋根工事と同
時に設置する場合には、補助金が上乗せされます。

■3庭園の築造に対する補助　※平成３１年３月２９日（必着）までに工事指定申請の手続きをしてください。
市内で、三州瓦（＊１）を使用し景観形成に寄与する庭園を築造する場合に、費用一部の補助を受けること
ができます。
・過去に同一の庭園についてこの補助金を受けたことがある方を除きます。

（＊１）市内の本店または本店に準ずる事業所で製造された瓦

提出書類
申請書類などの様式については、市公式ホームページ内地域産業グループのページよりダウンロードでき
ます。
三州瓦屋根工事等指定申請書
・瓦屋根工事等施工現場に三州瓦が納品されたときに「三州瓦屋根工事等指定申請書」を速やかに提出
してください。
・葺替えにともなう申請は、葺替え工事部分の施工前の屋根の状況写真が必要です。
三州瓦屋根工事等奨励補助金交付申請書
・住宅または庭園の完成後、「三州瓦屋根工事等指定通知書」を含めた書類を添付し提出してください。

三州瓦屋根工事等

問合せ先　□市地域産業グループ　☎52－1111（内線271・281）

奨励補助金制度


